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Notre recherche porte sur la distinction entre le singulier et le pluriel des mots « ciseau, râteau, et 
oiseau » en dialecte dans la région dite du Croissant, dans le Limousin et dans le Languedoc à la 
fin du XIXème siècle sur l’Atlas linguistique de la France. Le but de cette recherche est de savoir 
si, dans cette région, les formes du singulier et du pluriel sont isomorphes (suite à un 
remplacement de la forme du singulier par la forme du pluriel, comme en français standard), ou si 
elles ne sont pas isomorphes. En analysant les résultats, nous pouvons dire qu’il y a deux zones. 
Dans le Nord de cette région, comme en français standard, les formes du singulier et du pluriel 
sont devenues isomorphes car la forme du pluriel a remplacé celle du singulier. Dans le Sud de 
cette région, pour le mot « ciseau », les formes du singulier sont différentes de celles du pluriel 
parce qu’elles ont été conservées. Enfin, pour les mots « râteau » et « oiseau », nous avons trouvé 
que les formes du singulier et du pluriel sont isomorphes, mais que la cause est différente de celle 
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在する。例えば本研究で扱う語の 1 つである「鳥」という意味の男性名詞 oiseau の例を






いう意味の animal が該当する。これらの名詞 cheval, animal の単数形と複数形は、それ
ぞれ cheval, animal、そして chevaux, animaux と綴るため、綴り上の違いが存在する。し




しかしながら、Trésor de la langue française informatisée の oiseau の項目には、













の周辺地域において、名詞 ciseau, râteau, oiseauの単数形、複数形の区別がどのようで
あったのかということを扱う。クロワッサンと呼ばれる地域は、Jochnowitz(1973 : 29-30)の
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本研究に関連する研究として、、Tuaillon(1971)の研究が挙げられる。この研究で
は、Atlas linguistique de la France を用いて 19 世紀末のフランス全域において名詞
cheval の単数、複数の区別がどのようであったのが調査されている。ここで扱われている
名詞 cheval は、本研究の調査対象の 3 つの語 ciseau, râteau, oiseau とは異なり、現代
の標準フランス語において単数形と複数形の間に音声的な違いが存在する。しかし、こ
れらの名詞の語源を考えると、共通点を見出すことができる。名詞 cheval は、接尾辞
-ALLUS を持つラテン語の第 2 変化の男性名詞 CABALLUS を語源に持ち、名詞
ciseau, râteau, oiseau は、接尾辞 -ELLUS を持つラテン語の第 2 変化の男性名詞
CISELLUS, RASTELLUS, AVICELLUS を語源に持つ。すなわち、これらの語は接尾辞
の部分が互いに似 た形態の語 を語源 に持つという こ とである 。 このこ とから 、
Tuaillon(1971)の研究は、本研究の問題にとって参考になる研究だと考えられる。とはい














名詞 ciseau, râteau, oiseau の単数形、複数形の区別とその歴史的変遷  
 
2. 1. 現代の標準フランス語における 
名詞 ciseau, râteau, oiseau の単数形、複数形の区別  
 
現代の標準フランス語では、名詞の単数形と複数形との間に発音上の区別が存在
しない場合が多い。この事実は本研究で扱う 3つの名詞 ciseau, râteau, oiseauについて
も言うことができる。まず ciseau の例をとりあげる。ciseau は単数では「のみ」という意味で
あり、複数では「はさみ」という意味である。ciseau の単数、複数それぞれの綴りは単数
ciseau、複数 ciseaux であるが、発音はどちらも[sizo]である。次に râteau, oiseau という語
の例をとりあげる。râteau は「熊手」という意味の語であり、oiseau は「鳥」という意味の語
である。この 2 つの語についても、単数、複数それぞれの綴りは単数 râteau, oiseau、複
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図 1. 現代の標準フランス語における名詞 ciseau, râteau, oiseau の単数、複数の区別  
 
 綴り 発音  
単数形  複数形  単数形  複数形  
ciseau ciseau ciseaux [sizo] [sizo] 
râteau râteau râteaux [ʀɑto] [ʀɑto] 
oiseau oiseau oiseaux [wazo] [wazo] 
 




2. 2. 名詞の単数、複数の区別の歴史的変遷  
 
ここまで現代の標準フランス語の名詞の単数形、複数形の区別について説明して
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図 2. 標準フランス語における名詞 ciseau, râteau, oiseau の 
単数、複数の区別の歴史的変遷  
 
     17 世紀まで    現代   
 単数形  複数形    単数形  複数形    単数形  複数形  
ciseau [sizɛl] [sizo] ➡ ciseau [sizɛl] [sizo] [sizo] ➡ ciseau [sizo] [sizo] 
râteau [ʀɑtɛl] [ʀɑto] râteau [ʀɑtɛl] [ʀɑto] [ʀɑto] râteau [ʀɑto] [ʀɑto] 



















3. 調査対象  
 
3. 1. 調査対象とする資料  
 
本研究での調査では、言語地図を調査対象の資料とする。具体的には Jules 
Gilliéron による Atlas linguistique de la France（以下 ALF）という言語地図である。ALF
はヨーロッパにおけるフランス国内のロマンス語圏のうち、コルシカ島を除く全ての地域を
対象にした言語地図であり、フランス言語地図音声記号 Alphabet Rousselot-Gilliéron 2
                                                        
1 Sibille(2016 : 2)は、「足」という意味の語 pied について、リムーザン方言では単数形 le pied を/lu 
pe/、複数形 les pieds を/lu: pe:/とする区別を例に挙げている。 








Edmond Edmont であったことがわかる。Edmond Edmont は 1896 年から 1900 年の間に
フランスの各地を訪問して実地調査を行い、語の方言形の音声を記述した。そして、最
終的に 1902 年から 1910年の間に 1巻から最終巻である 14巻までが出版された。本研
究では 19 世紀末の方言を対象としているが、その理由は調査対象の資料の ALF では
19 世紀末の方言が扱われているためである。 
 
3. 2. 調査対象とする語  
 
本研究で対象とする語は、単数では「のみ」、複数では「はさみ」を意味する ciseau、
「熊手」という意味の râteau、そして「鳥」という意味の oiseau である。これらの 3 つの語を
研究対象とした選んだ理由は 2 つある。 
1 つ目の理由は、これらの 3 つの語は、語末の形態が共通しており、対照に適して
いるからである。現代の標準フランス語では、これらの 3 つの語は全て語末に-eau という
綴りを持ち、この部分は[o]と発音される。この特徴は、これらの 3 つの語が全てラテン語
の第 2 変化の男性名詞で、接尾辞 -ELLUS を持つ語を語源に持つことに起因する。具
体的には、ciseau の語源は CISELLUS であり、râteau の語源は RASTELLUS であり、そ
して oiseau の語源は AVICELLUS である。上記ではラテン語の主格の単数形の形態を
語源として示したが、厳密にはこれらの 3 つの語のもともとの単数形、複数形は、それぞ
れラテン語の対格の単数形、複数形から変化した。すなわち、ciseau の単数形の語源は
CISELLUM 、複 数 形 の語 源 は CISELLŌS であ り 、 râteau の単 数 形 の語 源 は







実際に本研究で扱っている言語地図は、ciseau に関しては地図番号 295 の
ciseau ciseaux という地図である。この地図では単数形として使われている形態と複数形
として使われている形態のそれぞれを確認することができる。râteau に関しては地図番号
1132 番の râteau râteaux という地図を扱っている。この地図でも、単数形として使われて
る形態と複数形として使われている形態のそれぞれを確認することができる。oiseau につ
いては、他の 2 つの語 ciseau、râteau のように、単数形として使われている形態と複数形
として使われている形態を一緒に確認できる地図は存在しなかった。しかし、oiseau の単
数形、複数形それぞれで個別に地図が存在していたため、それら 2つをあわせて研究に
用いた。単数形の地図として用いたのは地図番号 938 番の oiseau という地図である。こ
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の地図には単数形として使われている形態しか載っていない。複数形の地図として用い
たのは地図番号 939 番の d’oiseaux という地図である。この地図には前置詞 d’と複数形
の oiseaux のそれぞれの方言形が載っているが、このうち名詞 oiseaux の部分に着目し、
複数形として使われている形態を調べた。 
 
3. 3. 調査対象とする地域  
 
本研究で対象とする地域はクロワッサンとその周辺地域である。本研究で実際に
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ワッサンの具体的な位置については、方言区分の際に引用した Bec(1973 : 22)の地図 3
で確認することができる。この地図において、オイル語 langue d’oïl の地域とオック語




























chevalは、本研究の調査対象の 3つの語 ciseau, râteau, oiseau と異なり、現代の標準フ
ランス語において単数形と複数形とで音声が異なる。しかし、これらの名詞は、接尾辞の




                                                        
3 図 3 を参照。 
4 cheval の語源は接尾辞 -ALLUS を持つ CABALLUS であり、ciseau, râteau, oiseau の語源は接









ALF における調査対象地域内の地点数は全部で 36 地点である 5。実際の地図
上でのこれらの地点番号の配置は以下に図示してある。 
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関わるのは語末の部分であるため、ここでは語末の部分のみに着目する。ciseau, râteau, 
oiseau の語源からの音声変化は以下の通りである 6。 
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このような手法をとることで、ciseau, râteau, oiseau について以下のことが予測される。 
 
もともとの単数形として予測される形態：[-ɛlo] [-ɛl] 
もともとの複数形として予測される形態：[-ɛa̱u] [-eo] [-ø̜o] [-o] [-jo] 
 
5. 調査結果と議論  
 
5. 1. ciseau, râteau, oiseau の調査結果  
 




























                                                        
8 第 2 形が見られる地点では、第 2 形についても分析を行ったため、第 1 形と第 2 形それぞれの分
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この結果から、本研究の調査対象地域は、ciseau, râteau, oiseau の単数と複数の
区別について異なる傾向を持つ 2 つの地域に分けることができると考えられる。すなわち
南端の 6 地点 9を除く地点と、南端の 6 地点である。この 2 つの地域を以下ではそれぞ
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5. 4. 調査結果についての議論  
 
これらの調査結果を踏まえて議論すべき問題が 2 つある。1 つ目は地域 A と地域
B の 2 つの地域の間で、ciseau, râteau, oiseau の単数形、複数形の区別について傾向









                                                        
10 Bec(1972 : 22-23)による Manuel Pratique d'Occitan Moderne、Rosenqvist(1919 : 101, 
122-123)による« Limites administratives et division dialectale de la France »、
Brun-Trigaud(1992 : 23-52)による« Les enquêtes dialectologiques sur les parlers du 
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図 . 11 調査対象地域の地点番号と方言区分（表） 
 
オイル語地域  507, 517 
クロワッサン地域  505, 504, 506, 509, 519, 601 
オック語地域  
リムーザン方言  518, 529, 602, 603, 604, 605, 606, 607, 608, 609, 
610, 611, 612, 614, 615, 617, 621, 624, 702, 704, 
706, 707, 710 




る地域 A と地域 B の 2 つの地域を分ける線 11を照らし合わせると、両者は一致しないも
のの、地理的に近い関係にあり、何らかの関係がある可能性を考えることができる。 
次に、râteau, oiseau の調査結果において、地域 B、すなわち南端の 6 地点で単
複同形になっている理由には、ラングドック方言に特有の音声変化が関係していると考
えられる。ALF からもわかるように、râteau, oiseau の単数形、複数形は共に[-ɛl]あるいは
[-el]という形態である。一見すると、事前に行った予測から、単数形も複数形も、もともと
の単数形の形態に思われるかもしれない。しかし、Tuaillon(1971 : 134)の記述によれば、
ラングドック方言の含まれる中部オック語地域では、語末の-l と内破音の l はそのまま保
存される傾向にある。このことから、râteau, oiseau について、地域 B において単数形、複
数形が共に [-ɛl]あるいは [-el]という形態であることは、単数形の語源 RASTELLUM, 
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6.  結論  
 




除く地域と、地域 B、すなわち南端の 6 地点とで異なる。地域 A では ciseau, râteau, 
oiseau の 3 つの語について、複数形が単数形の役割も兼ねるようになったことで、単複
同形になった地点が多く見られた。すなわち、地域 A は現代の標準フランス語で起こっ
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